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柏
町
Jに参加しょ

毎s1 '16日発行

縮まつり

r; 

手

議室

ろ
う
か
つ
ば
静

g
月
け
昨
日
@
同
日
@
同
日

か
っ
ば
音
頭

一
、
内
公
判
雲
さ
え
み
と
れ
て
と
ま
る

我
孫
子
ょ
い
と
ニ
水
か
が
み

そ
れ
に
そ
れ
そ
れ

可
愛
い
ヒ
ゃ
な
い
か

か
っ
ぱ
エ
コ
ニ
コ
織
を
引
く

一
度
来
た
を
ら
忘
ら
紅
ぬ

か
ヮ
ば
音
践
を
ニ
の
町
を

ホ

ン

ト

ダ

ネ

/

¥

手
相
問
抽
出
ま
つ
号
は
、
車
問
月
日
時

間

μ

(
木
)
日
刊
行
(
金
〉
間
四
日
〈
土
ザ

的
3
口
口
開
問
、
手
朝
間
抑
制
公
開
削
わ
き

古
刑
制
民
会
的
開
時
暗
殺
予
定
地
で
行
な

b
れ
ま
す
。

議
湖
北
地
区
は

8
n
M
M段
、
日

目、
v
M

岬
誌
に
柵
附
北
開
帆
総
ね
で
行

を
い
ま
す
。

地
出
世
叩
住
地
区
は
器
開
月
刊
M

日ョ

H
H

H

口
、
日
開
門
口
、
円
H

臼
(
花
火
大
会
)

に
駅
前
夜
一
際
慾
明
暗
出
門
広
務
で
行

な
い
ま
す
。

今
年
伯
、

5
同
四
箆
告
別
瑞
え
た
手

朝
間
沼
ま
つ
号
は
、
か
っ
ば
議
問
制

大
会
を
・
中
心
に
、
総
火
大
会
、

と
う
与
う
流
し
、
か
っ
ぱ
音
頭

大
行
出
陣
、
ら
び
っ
こ
水
泳
大
会

主
期
限
し
い
催
し
絡
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。あ
守
た
も
、
か
っ
ば
育
鎖
的

一
、
務
機
と
や
災
情
的
た
す
き
に
か
け
て

総
孫
子
線
開
ょ
う
を
花
線
機

そ
れ
に
そ
れ
そ
れ

時
間
し
と
ゃ
な
い
か

側
蛾
も
回
開
も
つ
か
み
ど
号

一
般
き
た
な
ら
あ
ら
れ
ぬ

か
っ
ば
後
頭
は
こ
の
前
的

ホ
ン
ト
ダ
ネ
/
丸
、

手賀沼まつり詑火交通規制図
臨
間
り
内
総
に
入
づ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
、
フ
か
。

な
お
、
典
明
自
丹
念
場
池
辺
は

混
雑
が
予
慾
さ
れ
ま
す
の
守
、

設
動
車
で
の
ご
然
場
は
、
な
晶

ぺ
〈
ど
速
増
思
下
寺
い
。

ま
た
間
四
日
は
、
交
滋
却
助
制
制
が

日
付
金
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
出
掛
カ

ず
る
然
怖
い
。

手
費
清
ま
つ
り
の

な
一
行
事

V
事総
nu門
臼
か
ら
ほ
間
際

か
っ
ぱ
布
同
級
大
会

I
午
後
7
時吋

か
ら
M

山
昨
吋
ま
で
ヘ
州
市
脳
内
会
館
建

綾
子
滋
総
〉

v
s
R
M
M
m悶

と
う
ろ
う
流
し
総
務
午
後
B
時吋か

ち
器
時
間
判
A

7

(

ヰ
ナ
割
問
初
刑
公
燦
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
沖
)

ち
び
勺
こ
か
っ
ぱ
水
泳
大
会

i

午
後
1
昨
吋
か
ら
4
跡
吋
ま
で
〔
奈

良
プ

l
ル〉

智
日
月-
m
a

花
火
大
会

t午
後
事
時
吋
か
ら
問

時
ま
で
〈
ヂ
加
周
辺
相
棚
上
)

か
っ
ば
音
頭
火
行
地
時

H
午
後
器

悼
吋
か
ら
自
縛
ま
で
〈
山
科
河
期
子
駅

か
ら
か
っ
ば
資
源
大
会
会
場
」

な
お
、
か
っ
ば
務
鎖
的
レ
コ

i
ド
位
、
市
役
所
総
会
み
滋
と
潟

工
会
で
級
官
錯
し
て
い
ま
す
。

ち
び
っ
こ
か
っ
ば

水

諒

大

会

V
随時吋

B
月
時
間
〈
金
)
午

後
1
蹴
吋
か
ら
4
絡
ま
で

V
場
所
前
閥
均
γ
i
u
w

V
也
刀
法
市
内
'
小
学
校
出
品
玄
を

対
毅
に
宅
車
内
女
別
、
学
卒
別

で
行
を
い
ま
す
9

小
学
校
ー

キ
か
ら
3
年
ま
明
、
は
、
日
開

均同市抑制貯、

4
浮
か
ら
6
年
ま

で
は
、

m
m自
由
形
と
平
泳

で
す
。

V
崩申込

B
月
5
8ま
で
に
、

市
役
所
総
本
欄
師
、
湖
北
、
総

お
台
、
布
伎
の
各
支
所
及
び

各
駅
行
敬
遠
絡
所
に
申
込
ん

で
下
事
い
俗

湖
北
台
裏
ま
つ
り

8
Rは
で
げ
e
m
同日

s
n
M
W
H
(之
)
げ
門
口
〈
u
u
〉

惜
開
設
(
月
〉
に
、
午
曲
削
幼
時
吋
か
ら

型
的
犯
分
ま
で
、
減
総
会
変
ま

つ
n
ソ
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
〈
陣

地
品
如
水
桜
前
火
滋
9
)

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ

る
濯
を
と
い
う
主
旨
か
ら
山
削
減

し
ま
し
た
。
紛
附
開
市
中
に
は
、
ぷ
好

機
制
汐
「
演
芸
大
会
い
「
花
火
L

な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

市史編さん委員の

顔

士
山
史
一
樹
さ
ん
に
関
す
る
宗

教
符
綴
闘
員
会
の
議
開
問
機
総
で

あ
る
潟
市
民
総
書
ん
委
関
民
会
は

川
間
四
月
に
設
置
寄
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
委
関
H
A官民一…回出

問
問
附
随
さ
れ
、
事
変
旧
摘
さ
ん
の

方
向
や
恭
本
山
町
泌
が
審
議
き

れ
て
い
ま
す
。
現
官
補
践
会
は
五

名
的
援
闘
用
?
蜘
構
成
き
れ
て
い

ま
す
。
委
箆
到
の
各
氏
を
判
明
Ar

し
ま
す
。

。
抗
日
間
関
文
様
袋
持
民
援
医
師
問
、

有
伎
に
在
住
、
セ
不
才
。
生

邸
時
百
年
を
む
か
え
た
終
俗
学

的
始
様
、
郷
土
研
究
の
間
開
拓

品
剰
で
あ
る
柳
町
向
感
開
均
的
甥
。

吋
泌
総
川
川
図
総
与
¥
著
殺
務

総
宗
目
的
幾
人
。
の
初
帽
械
な

ど
を
級
生
持
。

嘉手のわえ者もすめずます.
械がき()J:争

桝株式泣援もι

。
小
熊
臨
時
炎
糊
附
袋
員
長
一
家
鋭

機
体
祭
実
、
本
飼
い
九
校
位
、
六

八
才
色
郷
土
誌
で
骨
終
的
教

緩
や
刊
行
丹
後
数
を
続
け
る
移

総
務
、
杉
村
驚
入
浴
が
品
主
催
し

た
文
化
サ
i
ク
ル
N

制
問
臨
時
休
門
技
"

の
閲
λ
。
山
市
総
則
掛
か
ら
の
我
判
明

子
糊
関
係
の
史
料
を
続
滅
。
市
文

化
協
財
務
総
袋
翼
を
兼
級
。

。
泌
総
点
再
生
誘
因
剤
師
臆
史
家
で

京
大
数
制
献
、
五
六
才
、
白
山
に

夜件出
b

尋
問
け
の
滋
代
中
間
副
総
に

と
ど
ま
ら
ず
.
制
問
鮮
は
宮
本
・

削
制
糾
脚
に
お
よ
び
、
句
会
情
怖
と
火

山
刊
政
務
』
な
ど
の
論
文
を
肱
邦
準
品
，

常
刷
出
門
的
古
墳
務
総
畿
内
議
渇
殺

で
ぶ
州
M

相
手
古
墳
群
恥
然
行
の

協
力
者
合
議
文
化
時
間
審
議
議
認

を
緩
虻
官
。

。
回
開
問
機
漁
獲
箆
一
珂
小
学
校

蹴
判
明
、
浅
在
、
波
浪
ほ
の
文
化
財

を
側
関
滋
会
中
峠
に
恋
仲
郎
、
六
八

オ
。
こ
れ
ま
で
絵
誌
に
小
銭
祭

文
擦
な
ど
会
出
向
台
交
警
の
終

始
棋
と
絞
淵
唱
を
続
け
る
。
世
帯
綴
に

『
我
孫
子
綴
加
助
問
神
器
開
制
問
胤
留

恥
(
共
同
研
究
〉
な
ど
。
中
市
文

化
緑
膿
骨
織
委
震
を
油
精
此
問
。

。
増
留
義
二
議
閥
会
社
檎
紙
、

中
銭
円
い
在
住
、
六
八
オ
.
大
豆

織
に
吻
れ
き
れ
た
出
削
減
北
村
時

制
紳
士
誌
必
槻
品
品
川
刊
誌
』
の
琢
本

金
総
闘
吟
落
下
を
抽
期
総
し
、
復

刻
，
一
持
制
刊
し
た
功
労
者
。

“
一
心
持

蝉
陣ヌ同

組
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け
校
指
摘
を
切
り
と
っ
て
妓
き
品
川

て
る
こ
と
に
よ
守
、
薬
剤
飲
布

に
ま
さ
る
大
き
な
効
熟
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
5

楽しい
で
鞍りたい

け
花
火
に
書
い
て
あ
る
滋
び
与

を
よ
〈
一
読
ん
で
、
か
な
ら
ず
守

口
ソ
ふ
ぶ
3
し一

b
b
A
r

。

M
M
花
火
を
人
や
術
革
に
向
け
た
リ
、

燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で

は
や
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

九
V

A
J
 

げ
は
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
滋
び
ま

I
U
ょ
7
m

陥
側
同
比
抑
制
明
い
位
吋
は
、
花
・
穴
告
や

め
ま
し
k
う。

川
開
花
火
を
す
る

時
吋
は
、
か
な
ら

ず
求
を
附
川
意
し

寺小

2
し
v
j
o
、勺
J
会

山
内
た
く
き
ん
め

花
央
仁
、
一
憾

に
火
を
つ
け
る

こ
と
は
や
め
ま

S
い
よ
~
フ
6

川
山
仲
吹
き
出
し
叫
w.

打引
J
げ
も
の
主

ど
の
筒
物
花
火

は
、
途
中
で
火

が
抽
出
え
で
も
、

遊
び
に
夢
中

あ
/
あ
ぶ
な
い

楽
し
い
阿
見
片
山
み
に
人
い

η
二

子
と
も
た
ち
は
、
都
川
に
山
叫
に
と

滋
び
に
夢
中
そ
す
。

ょ
の
時
間
刑
は
、
町
民
巡
ペ

l
u附

も
忘
れ
が
ち
ぞ
、
交
通
事
訟
も

先
タ

f
、わリ柳川リ尋
4
F

十
p
z

交
通
事
叫
慨
を
タ
な
〈
す
る
た

殺
す
の
も
由
民
い
方
法
寸
す
。

し
か
し
、
人
家
丹
治
倫
惜
し

て
い
る
地
織
で
同
弘
前
世
仏
棋
の
も

止
に
な
り
ま
す
の
で
、
党
分

ん
試
を
つ
け
て
実
絡
し
て
下
き

し

な
お
‘
ア
メ
シ
口
仁
燃
す

る
開
問
い
合
せ
は
、
腕
僻
政
調
再

(
約
制
〉

1
1
5
1市
内
線
2
1
4

最
険
な水
遊
び

今
年
も
す
で
に
、
中
市
内
で

水
遊
び
に
よ
る
心
事
放
が
溌
殺

し
て
い
ま
す
ω

子
ど
も
た
ち
が
‘
危
ぬ
な

鴻
併
で
ゐ
併
は
や
潟
滋
び
を
し

て
い
た
ら
持
訟
、
工
乏
し
ゑ
う
。

暑
く
て
も

戸
締
り
を

日
付
為
内
し
い
配
は
は
、
と
か
ぐ

一
一
戸
時
制
ま
り
も
応
れ
が
ち
ぞ
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
係
的
地
銀
や

泡
擦
が
多
く
な
り
ま
す
n

品
何
〈
で
も
、

μ
同
捕
ま
リ
獄

中此ベ

本
鶴
九
州
山

…
品
誕
-M伊
砂
川
間
山
判

…一一一一一

F
U一一

則
的
治
家
織
か
ら
大
正
に
か
け

附
て
終
悶
民
的
生
体
削
は
、
泌
総
し
て

附
そ
ん
な
市
中
で
滞
っ
た
州
出
口
先

間
生
は
、
由
説
臼
目
的
汗
止
符
に
ま
み

仰
れ
た
ゑ
泌
を
肌

T
銘
じ
と
っ
た

…
に
ち
が
い
な
い
9

問

潟

村
M

先
生
的
人
注
に
は
、
下

州
緩
い
戸
数
め
〈
曲
射
仰
町
内
生
活
と
切

吋
つ
ど
も
紛
れ
い
な
い
も
時
一
が
あ
っ

町
こ
同
点
織
と
し
て
は
、
総
ま

馴
れ
た
家
出
砲
に
絞
っ
た
関
口
さ
ん

…
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
的
中
で
、

川
綴
学
的
灘
を
怠
し
た
の
は
、
お

す
の
よ
三
い
も
閑
品
、
“
言
。

苦
し
い
生
活
の
や
、
嫌
気
や

同
ケ
カ
に
な
っ
て
も
絞
殺
に
も
行

問
け
ず
、
ま
ヒ
な
い
や
灸
に
た
よ

叩
つ
ど
い
た
賎
民
た
ち
。

問
ぷ
払
が
、
こ
の
人
た
ち
向
た
~

…
め
に
し
在
少
年
内
心
仁
川
川
、
塁

側
い
決
心
が
出
問
3

た。

g

小
学
校
か
ら
削
旧
制
制
中
学
へ
と

附
進
み
、
中
学
枠
内
品
川
は
、
齢
制
球
剤
耐

M

T

給
開
惜
し
た
と
議

3
0

一
こ
め
一
明
日
ぃ
、
総
魚

T
C
V
L

州
事
と
、
釣
げ
て
わ
~
ま
る
か
と
一
吉

川
・
ラ
フ
ァ
イ
d

サ
イ
ン
グ
ス
ピ
u
リァ

附
ト
合
学
λ
だと

…

ベ

ス

ボ

i
ル
と
点
滅
、
ヲ
。
そ
の

判
ぷ
口
獲
に
は
、
地
肌
山
棋
の
時
制
怖
が
ん
d

吋
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

級
品
叫
H
M

、
年
だ
か
ら
、
滋
去

の
奈
が
緩
か
ら
幾
れ
な
い

k
耳目口

う
削
間
ロ
寺
ん
に
は
、
一
賞
し
て

人
々
の
た
め
に
紛
い
て
き
た
明

治
人
丹
気
骨
と
一
日
認
さ
が
う
か

が
わ
れ
る
綴
い
で
あ
る
。

が
A
J

ち
ワ
と
し
た
骨
太
的
体

は
、
昔
闘
訓
的
医
者
、
先
生
と
掛
け

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
総
統
で
あ
る
ω

ど
っ
か
り
凝
っ
て
‘
と
つ
と

っ
i

と
し
た
綴
し
よ
号
に
は
、
威

放
さ
え
う
か
が
わ
れ
る
。

昔
は
、
醜
聞
が
掃
討
。
、
絡
が
持
品

な
ま
で
時
期
評
判
就
け
る
幽
崎
氏
に
合

わ
せ
て
、
診
栴
併
し
た
が
、
時
吋
が

摘
出
れ
、
時
吋
代
が
絞
っ
て
際
燃
の

帥
制
緩
鮒
聞
も
変
化
し
て
き
た
。

先
仕
立
、
続
殺
の
涯
際
的
生

漁
蜘
慨
に
は
財
怖
も
ふ
れ
ず
、
憾
の

流
れ
を
拍
同
崩
院
し
な
が
ら
、
黙
々

と
自
分
的
道
を
や
λ
で
き
た
人

で
あ
る
e

信
担
串
鳴
を
関
議
し
て
か
ら
の
筒

み
は
、
や
は
り
治
機
曲
問
的
関
総

で
あ
る
。

治
療
L
た
後
、
盤
国
内
が
、
か

す
守
的
財
布
か
ら
、
し
わ
く
ち

ゃ
の
級
学
若
山
字
国
設
は
、
韓
航

日
間
内
定
治
を
絞
っ
て
い
る
先
生

に
ξ

つ
て
は
、
燃
え
が
た
い
も

の
ど
っ
た
と
縫
う
。

お
食
よ
り
、
融
制
ん
試
が
治
っ
て

ど
う
も
あ
り
が
と
う
と
畳
間
わ
一

れ
る
後
楽
町
方
が
ど
れ
ほ
ど
一

う
れ
し
か
っ
た
ニ
と
か
。
』

先
生
ゃ
ん
叩
酬
明
い
終
判
刊
を
い
一

み
い
る
幽
開
〈
が
、
エ
ピ
ソ

i

ド
を
い
く
つ
か
衡
か
せ
て
下

き
い
と
議
し
を
も
ち
か
け
る

と
、
先
生
は
、
裁
の
簿
価
糊
泌

総
人
が
決
め
る
も
の
だ
か
ら

と
椋
怖
く
受
け
綿
織
し
て
し
ま
っ

た
少
年
の
心
仁
宿
っ
た
「
ζ

の
人
た
ち
の
た
め
に
し
と
震

予
気
持
は
、
今
で
も
少
し
も

簿
ら
い
で
い
な
い
よ
う
だ
つ

民
衆
と
肘と
采も
震に

空f
話だ
7人
ん

{部員暴}

顕治人。〉

滅
的
花
子
導
出
問
近
〈
伐
U
安川ワ

子
を
洩
れ
て
閥
単
a

に
街
紛
盆
の
釈

然
か
を
る
慰
絵
抱
一
て
に
す
拙
悶
瓜
十
市

岡
刷
品
却
に
今
相
判
く
る
風
は
欽
の
も
の

新
涼
的
問
摘
が
開
捕
り
ゅ
〈
潟
村
樹
党

せ

甜

昨

染

谷

組

前

径

級
同
月
間
一
波
札
は
日
γ
い
。
あ
の
附
引
の
脱
税
制
凡
だ
ち
は
も
う
成

人
し
子
を
生
ん
で
み
ん
な
波
〈
に
後
い
、
時
吋
々
ゑ
桝
脱
出
品
し

く
訪
れ
て
く
る
。
作
時
に
は
級
品
附
花
開
す
が
す
が
し
い
州
叫
が

咲
い
て
い
る
。
楽
し
い
削
凪
い
的
勾
。

偽
情
蝋
幻
自
娘
一

榎

本

州

問

竹
内
茶
室

渡
辺

m財
閥
明

安
井
氷
点
招
附

髪
室
4
G
O
B
-
5
5

欝
麟
の
鰐

内
問
〈
乾
い
た
道
路
に
、
等
動
胤

な
〈
説
陣
丹
詮

f
、
真
夏
め
太
鴎
問
。

そ
ん
を
降
、
氷
と
議
、
ヲ
文
学

を
赤
〈
染
め
ぬ
い
た
怖
酬
を
見
る

と
ほ
っ
と
す
る
も
め
で
為
る
。

す
だ
れ
が
つ
〈
る
蹴
制
緩
織
的

影
町
喰
で
、
か
き
永
の
泌
を
〈

ず
す
気
持
は
す
が
す
が
し
い
。

氷
あ
ず
春
、
氷
イ
チ
ゴ
、
氷

メ
ロ
ン
、
氷
レ
モ
ン
と
削
削
ら
れ

た
氷
将
司
上
h
h

、
中
部
や
賛
の
糾
静
か

な
品
口
は
、
子
ど
も
の
銭
に
は
、

新
鮮
な
お
ど
ろ
き
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
ヲ
か
。

今
、
市
内
P
誌
、
氷
あ
ず
き

が
2
3
9
m円
絵
、
氷
レ
モ
ン
、

ホ
イ
チ
ゴ
な
ど
が
1
5
9
m門
的
也

だ
そ
う
で
す
e

か
き
や
耶
も
、
子
ど
も
の
お
や

つ
に
は
、
ら
ょ
っ
と
織
く
守
っ

た
よ
う
で
す
勿

小
学
品
為
的
国
明
、
献
策
休
み
に
入

い
る
曲
問
に
、
支
持
作
み
的
注
窓
と

し
て
、
か
な
ら
ず
、
冷
た
い
も

の
を
飲
み
す
ぎ
を
い
よ
う
に
と

震
わ
れ
た
も
の
で
す
硲

今
で
は
、
冷
た
い
も
的
が
、

す

f
か
き
氷
に
は
料
開
び
つ
か
な

く
な
り
ま
し
た
。

議
…
関
散
し
税
問
率
も
な
ら
ず
こ
も
り
み
と
パ
ス
の
綴
限
付
引
っ

砂

田

町

宮

町

制

問

〈

絵

本

芳

雄

日
眠
時
間
風
鮮
れ
生
ふ
る
浜
町
砂
時
柑
み
て
テ
ン
ト
の
お
に

大

事

淡

酬

明

品

民

約

制

作

村

校

予

(
評
〉
一
中
関
口
口
は
こ
れ
だ
け
で
捻
旅
行
泳
と
受
け
と
れ

な
い
的
が
弱
い
が
、
下
の
句
は
畑
附
子
が
張
っ
て
い
る
。

ス
訪
問
国
的
「
浪
防
措
ゲ
は
崎
博
開
時
的
紗
抽
出
を
漆
ふ
核
物
的

名
で
あ
る
。
写
生
に
よ
り
4

つ
め
感
じ
告
白
し
て
い
る
。

叫
す
一
対
鈴
水
幸
一
)
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縞織"

くりめ
ザを
ど

一一

l
i
j
i
「
京
〈
学
日
炭
く
遊

べ
量
の
遊
刊
日
削
明
悶
怖
を
子
ど
も
た

ら
に

f
i
l
i
-
-

帯
主
旨
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
「
遊
び
L

は
暗
中
端
的
め
一
誌

で
為
り
、
成
長
過
程
に
お
い

て
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
内
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
は

情
聴
が
の
待
問
聞
が
を
い
と
替
わ

れ
る
a

お
っ
た
と
し
て
も
、

ち
ょ
っ
と
の
時
開
を
き
い
て

は
テ
レ
ど
と
?
ン
ず
に
か
じ

り
つ
く
こ
と
し
か
知
ち
な
い
。

幼
き
硝
噺
紺
V
ゃ
に
な
っ
て
緩

ん
だ
そ
向
寸
遂
び
」
を
、
私

た
ら
お
と
舎
が
今
、
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
〈
守
っ
て
い
ま
す
。

少
年
期
的
約
洛
的
な
発
怒

丹
念
機
づ
く
り
に
、
そ
し
E

人
間
味
的
削
開
地
恨
の
呼
び
水
に

な
れ
ば
と
患
っ
て
い
ま
す
。

wv
遊
び
潟
災
の
篠
崎
耐

給
制
唱
し
'

h

約
千
本

γ
切
り

小
竹
簿
〈
数
に
奴
り
が
あ

り
ま
す
的
ぞ
絵
笠
者
は
お

ネ
め
に
)

軍
配
布
の
対
象

こ
の
坤
背
設
に
ど
泌
カ
く
だ

さ
り
、
チ
づ
く
り
の
照
駄
を

日
間
同
期
し
て
い
た
だ
け
る
子
ど

も
会
、
係
官
雷
、
殺
人
ク
ラ

r.
繍
人
間
関
然
、
等
e

wv議
絡
先
当
つ
く
L
サ

ク

ん
』
品
川
中
獄
絵
九
兼
子
同
開

1
i
S
1
U

援
総
紛
!
4

5
5
7
投
ぴ
出
桝
阜
側
首
泉
銭
附
附

幾
戸
新
国
流
泌
後
総
帥
刷
1

8
4
1
0
v
 (
掛
判
官
符
餐
員
会
)

公
民
鰭
講
撞
生
募
集

wv申
込
滋
所
持
制
総
子
市
中
央

公
民
輪
開
〈
我
孫
子
新
m
間
続
務
地
)

殺
孫
子
駅
か
ら
平
気
浴
に
む
か

つ
て
後
狭
山
出
分

W

胤
休
み

子
ど
も
娯
極
大
会

我
同
怖
子
治
資
少
年
制
相
談
関
連

絡
協
議
会
主
依
内
子
供
映
額
六

会
が
燃
か
れ
ま
す
。

8
H月門
H

日
へ
日
)

も
ぷ
蓬
円
年
級
王
終
均
分
)

品
市
議
一
育
相
ヤ
付
開
へ

1
時吋)

と
き
わ
血
円
年
総
〈

4
時
)

8
H月
間
同
日
〈

nv

明
湖
北
れ
総
人
児
支
h

℃
ン
タ
l

ヘ、，
b
v吐
《
"
ア
ト
J
〆

ザ

E
時時

μ
3
昔、

下
料
刊
本
青
年
持
蛸

(
1叫吋〉

古
戸
点
目
年
総

(
4
昨吋)

S
R月
刊
門
口
(
火
)

中
央
公
民
館
〈
山
山
時
吋
)

子
町
線
縫
寿
院
〈
目
的
吋
〉

築
総
融
制

出

摘

殺

募

幾

軍
参
総
資
純
情
市
内
夜
枚
、
従

齢
制
、
在
学
的
方
。

甲
小
聞
論
調
門
口
と
会
場

m
w
m免
除
日
〈
日
〉
我
孫
子
機

4
小
学
校
体
育
的
附

(
良
識
、
災
縁
部
聞
け
)

品
W
H月
号
詩
{
自
〉
予
定

我
孫
子
終
4
小
学
校
体
修
絞

(
制
作
楽
、
ゆ
仲
議
総
門
)

相

v
添市陥

sn月
初

g
ま
で
に
、

山
南
波
目
、
山
以
液
山
内
容
、
人
目
料
、

品
伸
明
一
時
間
問
、
代
別
斌
翁
氏
名
、
候

所
、
港
総
数
診
を
記
入
し
て
ハ

方
々
で
お
滋
ワ
下
き
い
。

甲
南
泌
ル
海
民
叫
閥
、
間
間
報
舛
は
、

災
孫
子
市
市
対
縦
一
1
7
7、
線
対
日

利
捕
時
〈
的
制

)
E
4
3
7

邦
楽
、
様
作
胤
慨
は
、
栄
号
刊
日

常
階
梯
間
決
代
子
{
同
制

)
1
7
4
3

年

金

総

館

所

開

設

年
金
制
制
度
は
滅
眺
憾
な
た
め
に

わ
か
り
に
く
く
、
受
給
制
桝
静
汁
を

潟
た
し
て
も
、
本
人
が
請
求
し

な
け
れ
ば
、
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
市
は
、
毎
月
2
間関

(第
1
・
3
水
縫
日
〕
年
余
相

付
制
宮
を
設
け
、
抑
制
科
で
辿
請
求
手

総
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
制
刊
田
明

文
4

去
、
い
。

wv日臨時

B
同月内
u
n
H
午
ム
初
日
間
的

か
ら
3
時
町
ま
で

草
場
所
持
科
時
拍
子
市
中
央
公
開
問

拘終告官v
相
殺
時
機
購
柑
山
内
容

。
防
災
年
金
品
紙
偽
此
繍
州
市
本
手
続
に

つ
い
伊
、

例
制
的
体
生
年
金
放
出
活
情
開
求
手
続
に

つ
い
て

。
通
皆
持
者
始
年
金
総
定
議
求
予

統
に
つ
い
て

む
帥
再
出
明
川
同
協
間
的
晴
間
求
手
続
に
つ

い
J
Y

、

。
日
泌
総
厳
然
品
閉
め
諸
問
中
都
千
九
品
川

に
つ
い
て
〈
附
附
削
昨
年
金
課
)

頼

酬

明

A
W
松

く8月の納税〉

市・察後寺発2紛うT
E議録税の第2綴分

撚
え
る
ゴ
ミ
の

収
集
日
一
部
愛
媛

人門
M

的
地
柏
崎
に
と
も
な
い
、

ご
み
町
排
出
山
林
脱
が
急
激
に
ふ
え

た
柏
崎
一
成
じ
つ
い
て
、
…
制
御
収
集

呂
町
出
品
穫
を
し
ま
す
。

V
変
間
見
砧
地
一
院
内
》
久
守
家
内
M

土

谷
津
絞
殺
水

2
(
天
子
山
制
約
会
，

以
入
手
山
親
初
会
e

一
賀
川
出
自
治
会
'

山
山
百
合
会
・
部
自
治
会
~

wv変
更
門
口

火
・
金
曜
日
か
ら
M

け
・
本
経
臼

に
な
り
ま
し
た
な

草
月

4
5
〈
阿
川
山
階
段
)
か
ら

宝
(
山
捕
し
ま
す
。
(
山
市
川
開
校
緩
諜
)

火
型
貨
物
取
縛

通
行
禁
止
規
制

水
叫
模
糊
剛
で
は
、

7
月
l
nね
か

ら
‘
£
ら
ー
だ
に
水
滋
料
金
な
ど

を
取
り
終
予
令
融
機
関
在
中
仇
の

と
お
り
治
安
1
い
ま
し
た
町
で
‘

ご
制
刊
同
制
下
さ
い
。

。
金
一
線
機
関
各
二
井
銭
一
げ
州
問

支
応
0
4
7
1
へ
目
別

)
7
1

q
G
ぷ

υ

郵

便

局

瞬

録

募

策

V
応
募
資
機

内
務
時
戦
m
H

男
子
問
機
以
上
初
級
以
下

女

F
鴻
歳
以
上
総
統
以
下

市
歪
支
は
附
円
程
度
以
上
約

時
十
カ
の
あ
る
方
務

外
務
綴
問
料

努
子
お
銭
以
上
例
制
歳
以
下

中
世
十
議
又
は
間
開
設
燦
以
上
司

学
力
の
み
る
カ
。

齢
別
仕
部
地
は
、
千
然
、
袴
奈
川
、

埼
玉
及
び
家
京
の
各
綴
燃
で
す
a

v応
募
制
期
間
開
品
目
月
1
白
か
ら

お
日く
わ
し
く
は
、
代
孫
子
郵
押
印
閥

均
へ
〈
館

)
1
4
3
1

陶
み
が
怠
錦
繍
唱
と

フ
ッ
ソ
塗
布

口
H

柚
噛
u
u
a関

東
柑
尚
北
側
剛
山
田
科
医
師
師
会
と
?

U

U

イ
オ
ン
金
窓
口
制
限
期
間
食
都
内
ご
が

好
怠
に
よ
り
、
金
み
が
き
抱
樹
海
み

と
ブ
ヴ
ソ
議
和
明
金
行
な
い
ま
す
6

語

数
点
訓
品
唱
は
3
歳
か
ら
吉
崎
胤
内

お
子
械
で
、
山
判
刊
知
子
地
区
的
存

は
光
滋
3
5
0名
ま
で
。
桂
月
7

日
ま
で
に
係
縫
総
生
朝
刊
へ
後
紛

で
串
・
込
ん
で
下
谷
い
t

湾
北
ム
自

治
区
は
、
開
山
抽
出
自
治
会
へ
申
込

ん
で
ド
き
い
。
へ
制
問
北
、
布
役

地…以
N
H
M
M
月
予
定
}

会
吾
川
川
、
お
子
機
期
的
品
開
ぶ

ら
し
を
お
持
ち
下
幸
い
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